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第１章  研究の目的と方法  
 
1 .1 研究の動機  














































1 .2 研究の目的と方法  



























成する上での指導のポイントを提案する (第 4 章 )．
これらを踏まえて，雑誌「新しい算数研究」今月
の指導に掲載されている指導案 {昭 和 47(1972)年
から平成 20(2008)年 }を分析し，関数の見方・考え

















第 1 章  研 究 の 目 的 と 方 法  
研究 の目 的 と方 法を 述べ る ．  
第 2 章  関 数 の 見 方・考
え に 関 す る 先 行 研 究  
算数 教育 の 改良 運動 ，
小倉 金之 助 ，昭和 4 8 年，
平成 2 0 年に お け る関 数
の見 方・考え を 年 代別 に
考察 する ．  
第 3 章  関 数 の 見 方・考
え の 指 導  
 昭 和 4 8 年，平 成 2 0 年
にお ける 関 数の 見方・考
えの 指導 を 年代 別に 考
察す る．  
 
第 6 章  研 究 の 結 論 と 今 後 の 課 題  
本 研 究 の 結 論 と 今 後 の 課 題 を 述
べる ．  
第 5 章  指 導 案の 分 析  
関数 の見 方 ・考 えの
指導 の 観 点 から 昭和
4 7 年から 平成 2 0 年ま
での 指導 案 を分 析す
る．  
第 4 章  関 数 の 見 方 ・
考 え の 指 導 の 提 案  
 関 数の 見 方・ 考え の













2 .1   明治から大正における日本の数学教育  
2 .2   改良運動における関数の見方・考え  
2 .3   小倉金之助における関数の見方・考え  
 2 .4   昭和 48(1973)年における関数の見方・考え  
 2 .5   平成 20(2008)年における関数の見方・考え  






運動，小倉金之助の関数観念，昭和 48 年 (1973)に









第２章  関数の見方・考えに関する先行研究  
 




















＜当時 (明治から大正 )の解き方＞  
ｍ を 以 て 式 の 値 を 表 す と ｍ ＝ ｘ  2－ ４ ⅹ ＋ ５ と な
る．  

















＜解法  代数で解く＞  
連立方程式で解く．  
甲をⅹ，乙をｙとすると，  






























例題 2   














2 .2   改良運動における関数の見方・考え  
 20 世紀初頭 (大正～昭和初期 )に欧米諸国でジョ
ン＝ペリーが数学教育の改良運動を起こした．そ
の際に，数学教育の改良の 1 つとして関数観念は
重視された．昭和 48 年 (1973)に文部省から発行さ
れた「小学校算数指導資料  関数の考えの指導」
より，改良運動で関数観念が重視された背景には








































2 .3   小倉金之助における関数の見方・考え  
 2 .3 .1 小倉金之助とは  





















































































































































2 .4 昭和 48(1973)年における関数の見方・考え   


















































例題 1：たくさんのりんごの値段を知りたい．  
 













































 段の 数  1  2  3  4  













































段の 数  1  2  3  4  



















































2 .6 筆者の考察  












＜課題 2＞  





このように改良運動後 (大正初期 )から現在 (平
















 第 2 章は関数の見方・考えを年代別に考察した．  
 
＜明治から大正における日本の算数教育＞  




















エ  帰納などによる推論と関数の考えとの関係．  
オ  図形の理解と関数の考えとの関係．  
 

















＜課題 2＞  
















第３章   
関数の見方・考えの指導  
 
3 .1 小倉金之助における関数の考えの指導  
 3 .2   昭和 48(1973)年における関数の考えの指導  
3 .3   平成 20(2008)年における関数の考えの指導  











第 ３ 章  関 数 の 見 方 ・ 考 え の 指 導  
 
3 .1 小 倉 金 之 助 に お け る 関 数 観 念 の 指 導  
小 倉 金 之 助 「 数 学 教 育 の 根 本 問 題 」 を 基 に 関 数
の 見 方 ・ 考 え の 指 導 を 考 察 す る ． 小 倉 は 関 数 の 観
念 を 養 成 す る に は ，以 下 の よ う に 説 明 さ れ て い る ． 
① 生 徒 自 ら た く さ ん の 事 例 を 集 め る ．  
② 自 ら そ れ を 検 査 す る ．  
③ そ れ ら の 間 に ど の よ う な 関 係 が あ る か を 研 究  
す る ．  
④ 個 々 の 事 柄 か ら ， 一 般 法 則 を 考 え る ．  
⑤ 法 則 が 一 方 面 に 偏 す る こ と の な い よ う に ， 多  
種 多 様 の 方 面 か ら の 材 料 に  
よ っ て 考 え る ．  
⑥ 多 く の 量 の 間 に あ る 関 数 関 係 を 見 い だ す ．  
 
① ～ ⑥ を 習 慣 つ け ， 将 来 児 童 が 実 生 活 の 諸 問 題
で も 適 切 に 判 断 で き る よ う に す る ． こ こ で ， ① ～
⑥ を 半 径 と 円 の 面 積 の 例 に あ て は め る ．  
① い ろ い ろ な 大 き さ の 円 を た く さ ん か く ．  
② 半 径 と 円 の 面 積 に 関 係 が あ る 気 が す る ．  
③ 半 径 と 円 の 面 積 に 関 係 が あ る か を 調 べ る ．  
④ 半 径 の 値 を １ ㎝ ， ２ ㎝ ， ３ ㎝ と し て 円 の 面 積  
を 調 べ る ． 半 径 を ｒ ， 面 積 を Ａ と す る と Ａ ＝  
π ｒ  2に な る ．  
⑤ 法 則 が Ａ ＝ π ｒ  2だ け で あ る の か ， 多 種 多 様 の  
方 面 か ら の 材 料 に よ っ て 考 え る ．  
⑥ 半 径 と 円 の 円 周 に も 関 係 が あ る ． 半 径 を ｒ ，  
円 周 を ℓと す る と ℓ＝ ２ π ｒ に な る ．  
  
① の 段 階 は「 試 み に コ ン パ ス を 採 っ て ，大 小 種 々  
の 円 を 書 い て み ま し ょ う ． し か し た く さ ん の 円 が
書 か れ た だ け で は ， 数 学 と は 申 さ れ ま せ ん 」 と あ
る よ う に ， 具 体 的 な 事 例 で 数 学 と な っ て い な い ．  






















3 .2   昭和 48(1973)年における関数の考えの指導  






a   依存関係に着目すること．  





 依存関係に着目するような指導とは，「 2 つの数




[例１  問題の与え方の工夫 ]  






















b   関数関係を見つけたり，用いたりすること．  







(1 )関数関係を見つけること  










例えばｙ＝ 5×ｘについて検討する．  
 
ア  対応の規則として検討．  
 ⅹにⅹの 5 の倍が対応すると見る．  





イ  ⅹが 1 増えると， y は 5 増えるととらえる．  
 これに「ⅹが 0 のとき，y も 0 になる」という性
質を加えると比例関係 y＝ 5×ⅹになる．  
 
ウ  ⅹが 2 倍， 3 倍になると， y も 2 倍， 3 倍にな  
るととらえる．  
 これに「ⅹ＝ 1 のとき， y＝ 5 になる」を付け加







・一方の変数が 2 倍，3 倍になると，他方はどの  
ように変化していくか．  
 




ⅹ  1  2  3  4  5  





















三 角 形 の 数
(□個 )  
１  ２  ３  ４  …  13  
周 の 長 さ  
(△㎝ )  















 1 辺 1 ㎝の正三角形を下の図のように横へ  




 表  グラフ  式  
長
所  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 す る 値 が は
っ き り で て い
る．  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 や 変 化 が 一
目でわかる．  
対 応 の 規 則 を
示 し て い る と




連 続 量 の 場 合
等，全部書きき
れ な い こ と が
多い．  
数 値 は 近 似 的
で あ る こ と が
多い．  
変 化 を 直 観 的
に 知 る に は グ






・変数 X を調べるのに，それに関係している変  
数 Y を考えることができる問題提示，指導を  
行う．  
・具体的な場面でどれが変数か考えることがで  
 きること．  
・変数の対応規則や特徴を明らかにすること  
・関数関係を問題解決等に用いること，また適  




また 2 .4 で述べた関数の見方・考え (ア～オ )と指
導 (a～ c )の関連について考察する．  





































3 .3   平成 20(2008)年における関数の考えの指導  
 平成 20(2008)年に文部科学省から発行された小
学校学習指導要領を基に考察していく．現在，関
数の考えを生かすための指導は主に 3 つある．  

















c   b のようにして見いだした変化や対応の規則性  
を様々な問題の解決に活用し，その思考過程や
結果を表現したり，説明したりすること．  








 第 5 学年では，伴って変わる二つの数量の関係
として，簡単な場合についての比例の関係を表を
用いて考察することを指導する．  











・ある変数 X が変化すると他の変数 Y も変化す  
るという関係に着目できる指導  






・中学年では 2 つの変量の関係に着目し，関数  
関係をみつけたり，用いたりすることができ  
る．  




 また，平成 20(2008)年の関数の考えと指導 (a～
b)との関連について考察する．  






「 b  二つの事柄の変化や対応の特徴を調べてい










3 .4 筆者の考察  




































第 3 章の要約  
本章では，関数の見方・考えを育成する上での












＜昭和 48 年における関数の見方・考えの指導＞  
a 依存関係に着目すること．  
b  関数関係を見つけたり，用いたりすること．  




＜平成 20 年における関数の見方・考えの指導＞  
a  ある場所での数量や図形についての事柄が，他  
のどんな事柄と関係するかに注目すること．  
依存関係に着目すること．  
b  2 つの事柄の変化や対応の規則性や特徴を表し
た表やグラフ，式，図，数，言葉からより詳し
く調べていくこと．  

























第 4 章   
関数の見方・考えの指導の提案  
   
 
4 .1 関数の見方・考え  
4 .2 関数の考えの指導  
 
 
  本章では，第 2 章，第 3 章で考察したことを
踏まえ，新たに関数の見方・考えの指導の枠組み
を考察する．  
4 .1 では第 2 章で考察した関数の見方・考えを年
代別に比較し，筆者が考える関数の見方・考えを
考察する．4 .2 では第 3 章で考察した関数の考えの







第 4 章  関数の見方・考えの指導の提案  
 
4 .1 関数の見方・考え  
 4 .1 .1 年代別の関数の見方・考えの比較  











































・昭和 48(1973)年における関数の見方・考えのな  
かで重要な視点としてあげられている「事象を  
数理的にとらえる」「帰納からの推論」が，平成  




4 .1 .2 関数の見方・考えの提案  





















ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
 イ  算数で指導される各内容を一層よく理解さ  
   せる  
 ウ  事象を数理的にとらえる  
 エ  帰納などによる推論  
 オ  演繹などによる推論  
 カ  図形の理解  
 
 
4 .2 関数の見方・考えの指導  
 4 .2 .1 年代別の関数の見方・考えの指導の比較  











































 4 .2 .2 関数の見方・考えの指導の提案  
 第 3 章， 4 .2 .2，さらに 4 .1 .2 で提案した関数の
見方・考えをふくめ，関数の見方・考えが育成す
るような指導を検討する．  




a   依存関係に着目する  























における関数の見方・考えの育成を図る指導 (3 .1 )
を参照する．  
 表  グラフ  式  
長
所  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 す る 値 が は
っ き り で て い
る．  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 や 変 化 が 一
目でわかる．  
対 応 の 規 則 を
示 し て い る と




連 続 量 の 場 合
等，全部書きき
れ な い こ と が
多い．  
数 値 は 近 似 的
で あ る こ と が
多い．  
変 化 を 直 観 的
に 知 る に は グ










 図  言葉  
長
所  
視 覚 的 に 表 現
されるため，一
目 で 対 応 や 変
化がわかる．  
言葉に表されたことが，具体




数 値 は 近 似 的






















a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  














第 4 章の要約  





ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
 イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を  
図る  
 ウ  事象を数理的にとらえる  
 エ  帰納などによる推論  
 オ  演繹などによる推論  
 カ  図形の理解  
 
＜関数の見方・考えの指導の提案＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  

















5 .1    分析の概要  
5 .2  分析の結果  












第 5 章  指導案の分析  
 
5 .1    分析の概要  













～ 6 学年を対象とする．  
分析する単元は関数の見方・考えが用いられる
数量関係の領域である単元とする．そのため 4 学


















 こ の 単 元 は 「 具 体 的 な 場 面 に お い て ， 伴 っ て 変
わ る 2 つ の 数 量 が あ る こ と に 着 目 し ， そ れ ら の 関
係 を 表 や グ ラ フ を 用 い て 表 し ， 関 係 を 明 ら か に す
る 能 力 を 伸 ば し て い く こ と を ね ら い と し て い る 」
{平 成 20(2008)年  小 学 校 学 習 指 導 要 領 . p134}と 定
義 さ れ る ．  
 提 示 さ れ た 問 題 か ら ， ど れ が 変 数 な の か ， ま た
対 応 し て い る 変 数 ， つ ま り 依 存 関 係 に あ る 変 数 を
読 み 取 る と ， ほ と ん ど の 問 題 は そ の 問 題 の 解 決 に
必 要 な 条 件 を 与 え て い る ． 依 存 関 係 に あ る 変 数 は
ど れ か ， 児 童 自 身 が 考 え る よ う な 問 題 に な っ て い
る と 考 え ら れ る の は 昭 和 46(1971)年 だ け で あ る ．  
 ま た 提 示 さ れ た 問 題 の 内 容 は 日 常 事 象 を 問 題 に
し た も の と 図 形 か ら 関 数 関 係 に つ い て 考 え る も の
が 多 い ．  
 
(表 5-1 )  
年 代  単 元 名  問 題 文  依 存 関 係 に あ
る 変 数  
1 9 7 1  
( S 4 6 )  
表 と グ
ラ フ の
指 導  
た く さ ん の 画 用 紙 が あ
り ま す ． ど う や っ て 数 え
た ら よ い で し ょ う か ．  
・ 枚 数  
・ 重 さ  
・ 紙 の 厚 さ  
1 9 7 4  
( S 4 9 )  
き ま り
を 見 つ
け る  
3 種 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク
ス の き ま り を 調 べ ま し ょ
う ．① (出 て く る 数 )＝ (入
れ た 数 )＋ 2  ② (出 て く
る 数 )＝ (入 れ た 数 )×2  
③ (出 て く る 数 )＝ (入 れ
た 数 )²  
・ 入 れ た 数  
・ 出 て く る 数  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
表 と  
グ ラ フ  
ま さ し 君 は 見 た い テ レ
ビ が あ る の に お 母 さ ん か
ら お ふ ろ に 水 を 入 れ る よ
う に 頼 ま れ ま し た ． ま さ
し 君 の お ふ ろ は い つ も 底
・ 時 間  
・ 水 の 深 さ
(量 )  
50 
 
7 5 c m の 印の 付 い てい る
所ま で水 を 入れ るの で
す． まさ し 君は 7 5 c m の
とこ ろま で 水が たま るま
でじ っと ふ ろ場 にい るの
もい やだ し ，た びた び見
に来 るの も 大変 なの で困
って しま い まし た ． 何か
良い 方法 は ない でし ょう
か．  
1 9 8 0  




おは じき を 正方 形の か
たち にな ら べま す ． 1 辺
に 8 個な らべ る と ， まわ
りの おは じ きの 数 は 何個
です か ．  
・１ 辺の お は  
じき の数  
・全 体の 数  
1 9 8 4  




まわ りの 長 さが 1 8 c m
の長 方形 の たて の長 さと
横の 長さ の 関係 を調 べよ
う．  
・た ての 長 さ  
・横 の長 さ  
1 9 8 7  




1 辺が 1 c m の 六 角形 の
紙を なら べ て ， つな いだ
下の 図の 周 りの 長さ を求
めな さい ．  
 
・六 角形 の 数  
・周 りの 長 さ  
・い つも 一 定  
の部 分  
・個 数が 増 す  
と増 加す る  
部分  
1 9 9 9  
( H 11 )  
かわ り
方  
カレ ンダ ー ゲー ムを す
る． 5 つ の 数の 和 を正 確
に速 く見 つ ける ひみ つを
探そ う ．(あ る 数 を出 題さ
れる と ， そ の数 と上 下左
右に ある 5 つ の 数 の 総和
を答 える )  
・あ る数  
・ 5 つの 数 の  
総和  
1 9 9 9  かわ り 1 辺が 2 c m の 正 方形 を ・面 積  
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( H 11 )  方 調 べ  1 0 こ つ な げ た ら 面 積 は
何 c m ²に な る だ ろ う ．  
・ 正 方 形 の 数  
2 0 0 8  




表 裏 に 1 つ の 角 に シ ー
ル が 貼 っ て あ る 正 六 角 形
を 提 示 し ， 六 角 形 の 上 と
下 を 押 さ え 裏 返 す と シ ー
ル は ど こ に 貼 っ て あ る
か ．  
・ 表 の シ ー ル  
・ 裏 の シ ー ル  
 
 
＜ 5 学 年  単 元 「 百 分 率 」 ＞  
 「 百 分 率 」 は 資 料 を 数 量 的 に 考 察 す る 場 合 に ，
数 量 の 大 き さ の 間 の 関 係 を 差 で と ら え た り ， 資 料
の 全 体 と 部 分 ， 部 分 と 部 分 の 関 係 を 考 察 し た り す
る 場 合 に 用 い る ．  
 生 活 に 密 着 し た 問 題 が 多 い ． ま た 何 が 基 準 に な
っ て い る の か 考 え る よ う な 問 題 は 昭 和 60(1985)年 ，
昭 和 61(1986)年 ， 平 成 7(1997)年 に 提 示 さ れ て い
る 問 題 で あ る ．  
 
 
(表 5-2 )  
年 代  単 元 名  問 題 文  依 存 関 係 に
あ る 変 数  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割 合 と  
グ ラ フ  
「 季 節 と け が の 種 類
の 関 係 を 調 べ る 」 と い
う 目 的 に 従 っ て ， 全 体
と 部 分 が 比 べ や す い グ
ラ フ を 工 夫 し て 書 こ
う ．  
・ 季 節  
・怪 我 の 種 類  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割 合 と  
グ ラ フ  
学 校 の 敷 地 全 体 と 運
動 場 ， 学 校 の 敷 地 全 体
と 校 舎 の よ う に ， 学 校
全 体 と そ れ ぞ れ の 部 分
・学 校 の 敷 地
全 体  
・運 動 場 や 校  
 舎 な ど の  
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とを 比べ る グラ フを 作
って みよ う ．  
部分  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
割合 と  
グラ フ  
全体 の人 数 と比 べて
虫歯 の人 数 が多 いと い
える 学年 は どこ か調 べ
よう ．  
・全体 の人 数  
・虫歯 の人 数  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
割合  今日 は雨 降 りで す ．
教室 で輪 投 げ遊 びを し
まし た ．太 郎君 は 1 0 回
投げ て 6 回入 り まし
た ． とこ ろ が次 郎君 は
7 回投げ て 4 回 入っ た
とこ ろで 休 み時 間が 終
わっ てし ま いま した ．
後で この 場 合ど ちら が
上手 とい え るか 問題 と
なり まし た ． ど ちら が
上手 と言 え るで しょ
う ．  
・投げ た回 数  
・入っ た回 数  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
割合 と  
グラ フ  
3 人の息 子 トム ， ジ
ェリ ー ， ハ ック がア ー
チェ リー の 自慢 をし て
いま した ． それ ぞれ が
「俺 が一 番 上手 だ」 と
言い 合っ て いま した ．
なか なか 結 論が でま せ
ん ． 誰が 一 番上 手い で
すか ．  
(ト 8 回中 6 回命 中 )  
(ジ 1 2 回中 8 回 命中 )  
(ハ  1 6 回中 1 0 回 命中 )  
・命中 した 回  
 数  
・やっ た回 数  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
割合 と  
グラ フ  
帯グ ラフ で スー パー
の食 料品 の 値段 の一 の
位の 数字 を 調べ た棒 グ
・食品 の全 体  
・それ ぞれ の  
食料 品  
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ラフ を提 示 する ．  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
帯グ ラフ  年度 別・ 学 年別 のけ
がの よう す がよ くわ か
るよ うに す るた め ， 工
夫し てグ ラ フに 表し て
みよ う ．  
・全体 の人 数  
・各学 年の 怪  
我の 人数  
1 9 8 9  
( H 1 )  
百分 率と  
グラ フ  
何年 生が 一 番虫 歯 の
人数 が少 な いで しょ
う ．  
・全体 の人 数  
・学年 ごと の  
虫歯 の人 数  
1 9 9 4  
( H 6 )  
百分 率と  
グラ フ  
今 ( 9 0 年 )と 3 0 年 前
では ，食 べ 物の 量は ど
のよ うに 変 化し たか 分
かり やす い 表や グラ フ
にし て調 べ よう ．  
・年代 別の 全  
体の 食べ  
物の 量  
・各々 の食 べ  
物の 量  
1 9 9 5  




鳥取 市の 男 子が 入っ
てい る運 動 クラ ブの 人
数の 表が あ りま す ． 津
ノ井 小学 校 は鳥 取市 全
体か ら見 る と野 球の 盛
んな 学校 と 言え ます
か ．  
・全体 の人 数  
・各々 のク ラ  
ブに 所属  
して いる  
人数  
1 9 9 7  
( H 9 )  
割合  入江 先生 と 瀬端 先生
では どち ら がバ スケ ッ
トの シュ ー トが うま い
と言 える で しょ う ． ま
たそ のわ け を説 明し ま
しょ う ．  
( 1 回目 に 提示 す る表 )  
名前  入っ た数  
入江  5 回  
瀬端  6 回  
( 2 回目 に 提示 す る表 )  




・シュ ート の  
 数  
・入 った 数  
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入江  8 回  5 回  
瀬端  1 0 回  6 回  
 
2 0 0 0  
( H 1 2 )  
百分 率と
グラ フ  
学校 のク ラ ブの 定員
です ．ど の クラ ブが 一
番入 れや す いと 言え ま
すか ．  
・各々 の ク ラ  
ブに 入 り  
たい 人数  
・定 員人 数  
 





とをねらいとしている」{平成 20(2008)年  小学校
学習指導要領 . p177}と定義されている．  
 提示された問題から依存関係にある変数をみつ
けることは関数の見方・考えを育成する．しかし  





(表 5-3 )  
年代  単元 名  問題 文  依存 関係 に
ある 変数  
1 9 7 2  
( S 4 7 )  
比例 の  
指導  
ロー ラー ス ケー トの
リン クが あ りま す ． 周
りの 長さ が ， 9 4 . 2 m あ
りま す ．周 りの 長 さを ，
今よ り 6 2 . 8 m 長 くし た
いと 思 い ま す ． どう し
たら よい で しょ うか ．  
・周 りの 長さ  
・直 径  
・面 積  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
比例  同じ 量の 水 を出 し続
ける と何 分 後に は何 c c
にな りま す か ．  
・水 の量  
・時 間  
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1 9 7 9  
( S 5 4 )  
反 比 例  黒 板 に 書 い た 1 0 点
の 座 標 の 2 つ の 数 の 組
の 関 係 は ど の よ う に な
り ま す か ．  
・ ⅹ 座 標  
・ ｙ 座 標  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
比 例  規 則 的 に 変 化 す る も
の の 例 か ら 2 つ の 量 の
間 に は 変 わ り 方 や 対 応
の 仕 方 が 似 て い る も の
が あ る で し ょ う ． そ れ
を 見 つ け て 仲 間 分 け し
て く だ さ い ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 1  
( S 5 6 )  
比 例  4 分 間 で ，水 槽 に 水 が
1 8 c m た ま り ま し た ．1 5
分 間 水 を 入 れ る と ， 水
の 深 さ は ，何 c m に な る
で し ょ う ．  
・ 水 の 深 さ  
・ 時 間  
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比 例  (ば ね を 伸 ば し て 見 せ  
て )ば ね は 長 く な っ た  
り ， 短 く な っ た り し ま  
す ． ど ん な 時 ， 長 く 伸  
び ま す か ．  
・ 長 さ  
・ 重 さ  
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比 例 と  
反 比 例  
面 積 一 定 の 長 方 形 の
た て と よ こ の 長 さ の 変
化 を 取 り 上 げ ， 反 比 例
の グ ラ フ を 丁 寧 に 作 っ
て み よ う ．  
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
比 例 関 係
を 生 か し
て 問 題 解
決 を し よ
う  
比 例 を 使 っ て 解 決 す
る こ と の で き る 話 を 探
し て み よ う ． 自 分 で 比
例 関 係 を 用 い て 解 決 し
て み た い 場 面 を 考 え ，
ど う 調 べ た ら よ い か 計
画 し ， 解 決 し よ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 4  反 比 例 の 面 積 が 2 4 c m ²の 長 方 ・た て の 長 さ  
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( S 5 9 )  指 導  形 ，た て の 長 さ a  c m と
横 の 長 さ b  c m の 関 係 を
調 べ よ う ．  
・ 横 の 長 さ  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
比 例  2 ℓで 4 . 2 m ²の か べ を
ぬ る こ と の で き る ペ ン
キ が あ り ま す ． 4 ℓで は
8 . 4 m ²ぬ れ ま す ．5 ℓで は
何 m ²ぬ れ ま す か ．  
・ペ ン キ の 量  
・ m ²  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
比 例  こ の 前 ， 一 方 が 変 わ
る と ， も う 一 方 も 変 わ
る よ う な 2 量 の 関 係 を
出 し て も ら い ま し た ．
そ れ ぞ れ ど の よ う に 変
わ っ て い る か 調 べ て み
よ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
比 例 を 用
い て 解 く
問 題  
1 2 時 か ら 1 時 の 間
で ， 時 計 が 止 ま っ て し
ま い ま し た ． 時 計 に は
分 の 目 盛 り が つ い て い
ま せ ん ． 長 針 と 短 針 の
角 度 を 測 っ た ら 2 8 6°
で し た ． 時 計 の 止 ま っ
た 時 刻 は 1 2 時 何 分 で
し ょ う か ．  
・ 1 分 間 で 長  
針 が 動 く  
角 度 ，  
・ 1 分 間 で 短  
針 が 動 く  
角 度  
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比 例  1 0 0 0 枚 1 し め に な っ
て い る わ ら 半 紙 か ら 何
枚 か 使 っ た 残 り が あ り
ま す ． 残 り の わ ら 半 紙
は 何 枚 あ り ま す か ．  
・ 厚 さ  
・ 重 さ  
・ 枚 数  
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比 例 ，  
反 比 例  
長 方 形 の 面 積 を
3 6 c m ²と 固 定 し た と き
の ， た て と 横 の 関 係 に
つ い て ， ど ん な き ま り
が あ る か 考 え て み ま し
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
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ょ う ．  
1 9 8 9  
( S 6 3 )  
反 比 例  長 方 形 の 面 積 を
1 2 c m ²と 固 定 し た と
き ， た て の 長 さ と 横 の
長 さ の 変 化 の 仕 方 に は
ど ん な き ま り が あ る か
調 べ て み ま し ょ う ．  
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
 比 例 ・  
反 比 例  
3 つ の 場 面 に つ い て ，
伴 っ て 変 わ る 2 つ の 量
の 関 係 を 調 べ る と き
に ， ど ん な 調 べ 方 を し
た い か 計 画 を た て ま し
ょ う ．  
① 道 の り が 1 2 k m の と
き ， 歩 く 速 さ と 時 間
の 関 係  
② 面 積 が 3 6 c m ²で 一 定
に し た と き の 三 角 形
の 底 辺 と 高 さ の 関 係  
③ ○ ×△ ＝ 2 4 の 式 の ○
と △ の 関 係  
① 速 さ ，時 間  
② 底 辺 ，高 さ  
③ ○ ， △  
 比 例 と  
反 比 例  
1 つ の 量 が 増 え る と
き ，そ れ に 伴 っ て も う 1
つ の 量 が 変 わ る も の を
探 し ま し ょ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 9 8  
( H 1 0 )  
比 例 の  
活 用  
朝 7 時 5 6 分 東 京 発 の
新 幹 線 の ぞ み 5 号 に 乗
り ま し た ． 富 士 山 が 一
番 近 く に 見 え る の は 何
時 何 分 ご ろ で し ょ う ．  
・ 速 さ  
・ 時 間  
2 0 0 8  
( H 2 0 )  
変 わ り 方  二 つ の 大 小 が 異 な る
正 方 形 は ， ど こ が 違 う
で し ょ う ．  
・ 1 辺 の 長 さ  
・周 り の 長 さ  









ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を図  
  る  
ウ  事象を数理的にとらえる  
エ  帰納などによる推論  
オ  演繹などによる推論  
カ  図形の理解  
 
＜関数の見方・考えの育成を図る指導＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  




＜ 4 学年  単元「伴って変わる 2 つの数量関係」＞  
 昭和 46(1971)年から平成 20(2008)年までの指導















(表 5-4 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  a  b  c  d  
1 9 7 1  
( S 4 6 )  
表 と グ ラ













 グラ フ  
1 9 7 4  
( S 4 9 )  
き ま り を













 式  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
表と  

















式 ,  
グラ フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
対応 する















1 9 8 4  
( S 5 9 )  
2 つ の変















1 9 8 7  
( S 6 2 )  
変 わ り 方


















1 9 9 9  
( H 11 )  
かわ り方  ○  
 











1 9 9 9  


















2 0 0 8  
( H 2 0 )  




























(表 5-5 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  A  b  c  d  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割合 と  
グラ フ  ○  ○  ○    
 
  ○     
円 ，帯 ， 
棒 グ ラ
フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○     
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○  ○    数  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
割合  
○  ○  ○    
 
  ○      数  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○        
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○      
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
帯グ ラフ  
○  ○  ○    
 
  ○      
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 9  
( H 1 )  
百分 率と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○       式  
1 9 9 4  
( H 6 )  
百分 率 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○      
棒 ， 帯
グラ フ  
1 9 9 5  
( H 7 )  
帯グ ラフ
と  
円グ ラフ  
○  ○  ○    
 
  ○      グラ フ  
1 9 9 7  
( H 9 )  
割合  
○  ○  ○    
 
  ○      
帯 グ ラ
フ， 式  
2 0 0 0  
( H 1 2 )  
百分 率と
グラ フ  
○  ○  ○    
 




＜ 6 学年  単元「比例・反比例」＞   
 昭和 47(1972)年から平成 20(2008)年までの指導







47(1972)年から昭和 59(1984)年までにみられる．  
 
(表 5-6 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  a  b  C  d  
1 9 7 2  
( S 4 7 )  


















グ ラ フ  
式  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  

















1 9 7 9  
( S 5 4 )  















式 ，  
グ ラ フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  

















1 9 8 1  
( S 5 6 )  
















1 9 8 3  
( S 5 8 )  














△    
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比例 と  





   






△  グ ラ フ  
1 9 8 4  




















○  式  
1 9 8 4  


















式 ，  
グ ラ フ  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  














  式  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  














    
1 9 8 7  





○  ○    
 
  ○  
○  
表  
○    
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問題   
1 9 8 8  
( S 6 3 )  

















1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比例 ,  















表 ,  
グ ラ フ  
1 9 8 9  
( S 6 3 )  
















グ ラ フ  
1 9 9 0  
( H 1 )  
比例 ・  
















式 ,  
グ ラ フ  
1 9 9 7  
( H 9 )  
比例 と  















    
1 9 9 8  
( H 1 0 )  



















グ ラ フ  
2 0 0 8  
( H 2 0 )  













    
 
5 .3    分析の考察  




















































第 5 章の要約  























＜ 5 学年＞  
・帰納などの推論，演繹などの推論，図形の理解  
に当てはまる内容は含まれていない．  
＜ 6 学年＞  














第 6 章  研究の結論と今後の課題  
 
 
6 .1  研究の結論  




























＜課題 2＞  















 ＜関数の見方・考え＞  
ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度．  
イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を図  
67 
 
  る．  
ウ  事象を数理的にとらえる．  
エ  帰納などによる推論．  
オ  演繹などによる推論．  
カ  図形の理解．  
 
＜関数の見方・考えの育成を図る指導＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  



















＜ 5 学年＞  
・帰納などの推論，演繹などの推論，図形の理解  
に当てはまる内容は含まれていない．  
＜ 6 学年＞  















らかにすることができた．   
 
 
6 .2 今後の課題  































文部省．(1973)．小学校算数指導資料  関数の考え  
の指導．東京書籍株式会社．  
 
















第 6 章の資料  




資料１   分析を行った指導案  
 
＜ 4 学年  単元「伴って変わる 2 つの数量関係」＞  
年代  単元 名  授業 者  
1 9 7 1 . 5  ( S 4 6 )  
表 とグラフの指 導 ―関数 的 な見 方 ・
考 え方 ―  
滝  富 夫  
1 9 7 4 . 9  ( S 4 9 )  きまりを見 つける  窪田  騰  
1 9 7 9 . 1  ( S 5 4 )  表 とグラフ  島田  功  
1 9 8 0 . 3  ( S 5 5 )  対応 する 2 つの量  武田 公夫  
1 9 8 4 . 3  ( S 5 9 )  2 つの変 わる量  新藤 幸雄  
1 9 8 7 . 8  ( S 6 2 )  変わり方 しらべ  田中 幸伸  
1 9 9 9 . 2  (H1 1 )  かわり方 ―カレンダーの秘 密 を探 る  白濵 忠昭  
1 9 9 9 . 7  (H1 1 )  かわり方 調 べ  早川  健  
2 0 0 8 . 1 0 ( H20 )  かわり方  服部 忠彦  
 
 
＜ 5 学年  単元「百分率」＞  
年代  単元 名  授業 者  
1 9 8 0 . 1  ( S 5 5 )  
割合 とグラフ―帯 グラフの読 み方 ，
書 き方 ―  
黒崎 東洋
郎  
1 9 8 0 . 1 2 ( S55 )  割合 とグラフ  山下 良一  
1 9 8 4 . 2  ( S 5 9 )  割合 とグラフ  三村 奎子  
1 9 8 5 . 3  ( S 6 0 )  割合  木村 孝康  
1 9 8 6 . 2  ( S 6 1 )  割合 とグラフ  中村 洋志  
1 9 8 7 . 2  ( S 6 2 )  割合 とグラフ  中田 文雄  
1 9 8 7   ( S 6 2 )  帯 グラフ  上谷 哲雄  
1 9 8 9 . 2  (H1 )  百分 率 とグラフ  菊池 靖志  
1 9 9 4 . 2  (H6 )  百分 率 とグラフ  茶木 盛夫  
1 9 9 5 . 2  (H7 )  帯 グラフと円 グラフ  河原 和秀  
1 9 9 7 . 2  (H9 )  割合  高橋 清子  
1 9 9 8 . 1  (H1 0 )  
百分 率の問題 ―１人 ひとりが輝 く話
し合 い活 動 ―  
福田 麗子  




＜ 6 学年  単元「比例・反比例」＞  
 
年代  単元 名  授業 者  
1 9 7 2 . 7  ( S 4 7 )  比例 の指 導  万年 恒子  
1 9 7 9 . 9  ( S 5 4 )  比例  山田  功  
1 9 7 9 . 1 0 ( S54 )  反比 例  佐藤  稔  
1 9 8 0 . 1 0 ( S55 )  比例  加藤 典毅  
1 9 8 1 . 9  ( S 5 6 )  比例  深見 真一  
1 9 8 3 . 1 1 ( S58 )  比例  蛭間 寿則  
1 9 8 3 . 1 2 ( S58 )  
比例 と反 比 例  
―反 比例のグラフ化 の指 導 ―  
松山 市算
数同 好会  
1 9 8 4 . 8  ( S 5 9 )  
比例 関係 を生 かして問 題 解 決 をし
よう  
小林 寿恵  
1 9 8 4   ( S 5 9 )  反比 例の指導  海田 征夫  
1 9 8 5 . 1 1 ( S60 )  比例  矢澤 正道  
1 9 8 6 . 1 0 ( S61 )  比例  朝倉 正教  
1 9 8 7 . 9  ( S 6 2 )  比例 を用 いて解 く問 題  岡田 克己  
1 9 8 8   ( S 6 3 )  比例  登坂 達雄  
1 9 8 8 . 1 0 ( S63 )  比例 ，反 比 例  豊島 呈次  
1 9 8 9 . 1 0 ( S63 )  反比 例  吉田 和範  
1 9 9 0   (H 1 )  比例 ・反 比 例  堀越 和子  
1 9 9 7   (H 8 )  
比例 と反 比 例 ―日 常事 象から伴 っ
て変 わる２量 をさがし，課 題 をつかむ  
羽田 野 庸
史  
1 9 9 8 . 1 0 ( H10 )  
比例 の活 用  
―比 例の考 えのよさがわかる―  
相澤 貞恵  











 本 研究 を 進め るに あた り ，ご 指導 いた だ いた 多く の
方々 に深 く 感謝 して おり ま す ．  
 指 導教 官 の溝 口達 也先 生 には ，丁 寧か つ 熱心 なご 指導
して いた だ きま した こと を 深く 感謝 申し 上 げま す ． 研究
の仕 方 が わ か ら ない 私に ， 一か ら ご 指導 し てい ただ きま
した ．ま た 最後 まで 自分 の 研究 に責 任を 持 つと 言う ，お
言葉 をい た だ き ，研 究課 題 を探 究す る態 度 を培 うこ とが
でき まし た ． 溝 口先 生に は 算数 教育 をは じ め ， 多く のこ
とを 学ば せ てい ただ きま し た ． 本当 にあ り がと うご ざい
まし た．  
 ま た， お 忙し い時 期に も 関わ らず ，本 研 究に 協力 して
いた だき ま した 広島 大学 の 早田 透様 に深 く 感謝 申し 上げ
ます ．  
 そ して ， 研究 室の 先輩 で ある 池田 和彌 さ ん ， 岡慎 也さ
ん， 玉木 義 一さ ん ， また 昨 年ご 卒業 され た 前田 静香 さん
には ，論 文 作成 の上 で困 っ たこ とが あれ ば ，快 く相 談に
乗っ てい た だけ たこ とを 深 く感 謝申 し上 げ ます ．夏 合宿
では ，多 く の 先 生方 ，先 輩 方か らご 助言 ， ご指 導を いた
だき まし た ． あ りが とう ご ざい まし た． 同 級生 であ る吾
郷将 樹さ ん ， 岡 田郁 美さ ん ，古 林知 佳さ ん ，岸 川友 飛さ
んは ，共 に 研究 に悩 み， 協 力し 合い ，論 文 を作 成す るこ
とが でき ま した ．深 く感 謝 を申 し上 げま す ．ま た後 輩で
ある 皆様 に は ， 発表 準備 等 をし てい ただ き ，大 変お 世話
にな りま し た ． あり がと う ござ いま す ．  
 こ のよ う に多 くの 方々 に 支え られ なが ら ，本 論文 を完
成さ せる こ とが でき まし た ．大 学生 活で 学 んだ こと を社
会生 活に も 生か せる よう ， これ から も励 ん でい きま す ．
心か ら感 謝 申し 上げ ます ．  
 
平成 2 5 年 1 月  
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